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　余等はさきにポーラログラフ（以下「ポ」と略
す）に：よる痴聖慮を追試して，その臨床慮用便値
の大なることを報告した。1）
　本法ぽ1933年Brdi猷a2）によって始めてその血
清蛋白波の特異性から癌診断法としての慮用憤値
が獲表され，その後Brdiこka3）自身並びにWalds－
chmidt－Leitz，4）Meyer，5）Derrien等6）により’種々方
法に考按が加えられたもので，その臨床慮用成績
につV・てはFelkel，7’　Wedemeyer，S’）Meyer・・Heck，9，
Waldschmidt－Leitz，4）Forssberg＆Nordlander等10）
の報告がある。
　余等は別に金沢IUが報告する如く各種「ポ」反跳
を比較検討して，そのV・わゆ．る濾液反慮（MUIIer19）
に從う）の第1波を測定する方法が，、最も安定．「1．
つ高i率であることを認めたので，これに三って種
ee {研究は丈部省科学研究費並びに北海道医師会奨学資
　金の補助に員うたものである。また本論丈の要旨．は昭
　和26年10月北海道医学会，昭和27年4月日本内科
　学会並びに日本浩化機病学会，昭和28年4月「1本癌
　学．会において発表した。
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2）　Brdic’，ka，　R．：　Collection　Czeeh．　chem．　Comm．　2，　370
　（1933）．
3）　Brdia・ka，　R．：　Nature　139，　330；　139，　1020　t　1937）．
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皆実瞼を試みてV・るが，本特訓（濾液反維｛）が如
何なる機序に因って蛍まれるかにつV・ての研究ぽ
從來比較的報告が少く，その反慮物質の物理化学
的研究の詳細に触れた発表は寡聞にして知らな
い。また特に本反慮が，癌及び炎症性疾患に：つい
て共通反慮を示す点から，その本態究明を試みる
・eとぽ，ぴV・てはとれら疾患の生理化学的病態究
明に資する処極めて大であると考える。　　　　一
　先ず丈献的に「ポ」による蛋白波そのものの発生機構を
按ずるに，BrdiOkai3）・14）1よCysteinの一SH基がCobalt
との配位化合物形城で活性化され，不安定化した水素が更
に電揚の影響によって，’不安定化して遊離し，こオしによっ
て還元波が形成されるという，いネ）ゆる不安定水素説を提
ll禺した。この場合Cystinについても水銀滴下陰極で還元
さZしてRS－SR十2H＋十2e→2RSHの如きCystein同
様の形式をとって，同一機序を踏むものであると説いてい
6）　Derrien，　Y．　＆　Bernhard，　J．　：　Z．　Acta　radiol．　｛X3，
　　165　（1950）．
7）　Felkel，　R．：　Zentralbl．　gynak．　63，　647　（1939）．
8）　Wedemyer；　Z．　Krebsforseh．　49，　10　（1939）．
9）Mayer－Heck，　P．＝Ibid。52，ユ44（1941）．
10）　Forssberg　＆　Nordlander　：　Acta　radiol．　33，　165　（1950）．
1J）金沢他：札幌医誌41253（昭28）．
12）　MUIIer，　O．　H．　＆　Danis，　J．　S．　：　」．　Biol．　Chem．　159，
　 667，　（1945）．
13）　BrdiUka，　R．：　Colleetion　Czeeh．　chem．　5，　112　（1933）．
J’S）　Brdi［ika，　R．：　ibid．　11，　614　（1939）．
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る。しかしながらこれのみによつてはなお蛋白2：重波の説
明は不充分であり，またそれらが蛋白の如何なる母体をも’
ち，それと如何なる関係の下に還元波型を描くかについて
の解明をしていない。この点について，TrOPP’　“o）は2つの
極大の第2波は一雁BrdiUkaのいう女日く遊離のCystin，
Cysteinによる波であろうとし，夏に第1波はDiketopi－
perazinのようなPolypeptid結合から発生するらしいと
の仮説をたてている。
　次ぎにいわゆる濾液反慮に與える濾液物質の本態に関し
ては，BrdiUka16）は特殊な構造を持たない癌血清中に増加
する病的蛋白質の分解産物で，Sulfosalicylstiureで沈澱せ
ぬSH．ｻ合物と考えたが，　Waldschmidt－Leitz＆KMa－
yer17）は含水炭素を含んだ特殊の構造をもつ血清Mucoid
の関興を設）・ている。また最近Winzler等ユ8）は，氏等の
単離したMucoprotein’がBrdi肱aの提IIFIせる蛋白波の本
態であろうと推測し，該物質が癌及びある種の炎症の揚合
に血液中に増加することを指摘している。
　これ等の点から濾液物質の本態は，一敗血清
Mucoid並びに，それとの関係はともかくとして，
Cystinの如き一SH化合物が考えられてV・るが，
それらの理化学的追求による実誰に乏しく，未だ
にこれを決定づける段階に至っていない。
　また癌及び炎症の「ポ」的盛服因子聞における
本質的な異同の有無に関する研究も報告されてい
なVn。ここに舞V・て熱血は特にこれらの点を考慮
に容れつつ実験を試みているが，今回は両者の濾
液物質の物理化学的謡歌につv・て上ヒ魚心戯した結
果を報告する。　　　　　　　　’
実験方法
　1）第1報1）に報告せるところに從い対照たる健康血清
並びに「ポ」的に陽性反庵を示した癌及び炎症血清を用い
硫安塩析法によって得た昏資料について「ポ」的考察をこ
ころみた。
　2）．次ぎに癌及び炎症血清1容に蒸溜水2容を加えて振
盤混和し，更にSulfosalicyls乱ure　2容を加え充分振温混和
し．正催に10分後東洋濾紙No．5Aを用いて濾過し，その
濾液につき，保存，温度，透析，レ線並びに紫外線照射及
び加水分解の影響，アルカリ処理による影響，吸着性，各
種有槻溶媒への移行の有無，呈色囲障等の諸種物理化学的
性状を調査した。
　3）更に濾液にCys七in，　Cystein及びMonojod－essig－
saureを加入して波高に興える影響を調べ，　Brdi准aのSH、
説13）・14）に対する槍討をこころみた。
　4）．次いでWinzlerls）のMucoprotein翠離法を踏襲
し，それぞれ癌及び炎症血清のMucoprotein分劃につい
て，　「ポ」的な楡討を行った。
　5）ポーラログラフ装置，試瞼液，・及びその他の実施條
件は前報1）のとおりである。
実験成績
　1）血清の硫細分劃法では，対照，癌及び炎症例とも硫
安牛鉋和沈澱部は陰性で，硫安全飽和沈澱部にオσいて陽1生
を呈し，その上清のPolarogrammでは第1波，第2波と
もに認められなかった。即ち該因子は硫安牛飽和では沈澱
せず，全飽和で完全に沈澱することを知った。
　2）保存試駿（第1褒）：Sulfosalieyls乱ure（以下「ズ」
と略す）加入濾液を4。C～一1。Cに20目問放置して，その
「ポ」を調べたが，癌及び炎症血清ともに波高の変動は認
められなかった。
　3，寒冷試駿‘第1表）：一190Cの氷室内FC　10日間放
置したが，癌及び炎症例ともに波高に異常を認めなかっ
た。
　4）加熱試験1第2表）1　「ズ」濾液を100℃，30分間
水浴中で加熱して，冷却後「ポ」を調べたが，威績は癌及
び炎症例ともに第1波，第2波ともむしろわずかに上昇し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　5）アルカリ虚理試験・1第3表）：「ズ」濾液に2n　NaOH
を加え，pH　2～9に修正し，一書夜室温放置後の「ポ」を
調査せるに，第8表に示す如く癌及び炎症例ともpH　2～4
の閏ですでに波高は対照（pH≦1）より低下し始め，　pH　7
に至ると第工波，第2波とも着しい雪下を示した。
　6）透析試験（第4表）：　「ズ」濾液をセロファンで一
甕夜流水下に邊制し，その牛沼に21辱問蒸溜水で透析し旧
量まで濃縮後「ポ」を調べた。成績は透析前に比し第1波
は不変なるも，第2波は癌及び炎症ともに多少の降下をみ
とめた。この差はt一七estで有意である。即ち第1波に與
える因子は非透析性であるが，第2波に與える因子は一部
透析性と考えられる。　　　　　　　’
　7）レントゲン照射試験（第5表）：小智瞼轡中の「ズ」
濾液に近接照射（瞥電圧40K：Vp魯電流7mA焦点距離
22mmlで2，000，5，000，10，000，20，000　rを照射したが，
癌及び炎症例ともに波高σ）変動を來さない。
．15）　Tropp，　C．．　et　al．　：　Z．　physiol．　Chem．’Q62，　225　C　1939．）．
16）　BrdiUka，　R．：　Klin．　Wsehr．　17，　1141／，　18，　305　（1939）．
17）　Waldsehmidt－L．　u．　Mayer，　K．：　Z．　physiol．　Chem．
　　227，　16　C1942）．
IS）　Winzler，　R．　」．　et　al．：　」．　Clin．　lnvest．　27，　6Q9　（1948）．
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　第1表　保存並びに寒冷試瞼
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群
??
???
番号
??
1
2
???
姓名 病 名’
????????
井○
森
藤○
○岡
・宮
???
???????????? ???????
資料探取直後
納1波第2波
16．5
工6．0
26．5
25．5
26．0
36．5
2LO
17．0
16．5
27．”o
25．0
24．0
27．0
21．0
20　日1置】方文置そ受
第1波鋸2波
no　1　i7．o
15．5
26．0
26．5
26．0
36．0
16．0
2S．O
26．0
25．0
35．5
寒冷放置後
山1波第2波
17．0
17．0
27．0
24．5
25．5
21．0
16．5
18．0
27．5
24．0
25．5
2LO
註：　数字は波高m塒をあらわす。
　　　　　　　第2表　加　熱　試 瞼　　（100。C　30分閏）
群
癌
群
???
番号
??????
】????
姓　名
?????
??????
病
?
?
???
?
．?
顎　骨
?????
写　　 膜　　 炎
肺　　 結　　 核
　　　11
滲出性川力膜炎
結核性脳膜炎
加　熱　前
第1波　第2波
1　s．　or
16．5
18．0
22．5
17．5
21．5
37．5
19．0
14．5
36．5
19．0
17．0
18．0
23．0
20．0
20．0
37．0
19．0
14．5
37．0
加　熱『後
第1波　第2波
21．0
17．5
19．0
23．0
21；O
・25．5
37．5
1S．O
I4．5
37．0
2LO
18．0
19．0
24．0
21．5
25．0
37．5
18．0
15．0
37．0
註：　数字は波高mmをあらわす。
　　　　　　　　第3表　アルカ り処理試瞼
謡羊 癌 群 炎 症 群
姓　　名
病　　名
　pH＼＼＼一
。 本，
?
癌
第・測第・波????
濾液瓦磨
14．0
11．5
11．0
10．0
4．0
3．0
3．0
2．0
工9．0
21．0
21．0
20．0
15．5
15．O
J4．0
13．0
11．0
28．0
金 。
上顎骨癌
第1波1第2波
14．0
10．5
工0．0
5，5
5．5
5’．0
3．0
2．5
18．5
16．5
13．0
12．0
10．5
10．0
9．5
9．5
’9．5
20．0
o 沢
滲出性肋膜炎
第1波　第1波
24．0’
22，5
10．0
ユ0．O
IO．0
3．5
3．5
3．5
2S．5
25．5
22．5
16．0
16．0
10．0
10．O
io．d
・刺2…
井　　　　○
滲出性肋膜炎
第1波　第2波
18．0
16．0
11．0
10．5
3一　．0
3．0
3．0
3．0
25．昌
20．5
20．0
16．O
16．0
15．5
10．5
10．0
10，0
25．0
註：数字は波高mmをあらわす。
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第4表　透　　析　　試　　瞼
群
?
群’
炎
症
群
番号
????
???
姓　
?
????????
??
??森
??
??
? ?
??
??
?
?
?????
??
滲　1［1性肋1脳炎
肋　　．膿：　膜　　炎
滲　　出　　・1生　　剛力　　）j莫　　炎
肺　　　結　　　核
急性関節ロイマチス
透　 析　 前
第1波　第2波
16．5
16，0
35．5
26．5
32．0
27．5
ユ8．0
26．0
21．0
’20．0・
17．0
16．5
37．0
27．5
37．0
29．0
16．5
24．0
21．0
2L5
透　析　後
第・波1es　2波
16．5
15．0
36．0
26．0
27．0
26．O
16，0
26．5
20．5
19．0
10．O
J2．5
27．5
20．5
19．0
18，5
10．5
16．5
工1．5
17．or
註：　数字は波高mmをあらわす。
1第5表　レントゲン照射試瞼
群
癌
群
?
症
群
照射量
（r）
番号　姓　名　病 ?
????????????
oo即
?????????????1
??oo臥ρ
癌??子???????ooα01
20，000
?佐　　　○
ｧ　　　○
子　　宮　　癌
ﾝ　　　　　癌
　　　　1　ツ1・
2，000
　　　　2：藤
????? ?????? ????
　　　　15，000
　　　2
　　　　110，000
　　　　2
　　　　120，000
　　　　2
?? ?
?? ??
井　　○
○　　沢
??膜」?」????????
滲　出Jifl三）j力　∬莫　炎
　　　ヴ
滲副生肋膜炎
　　tt
照　　射　前
第1波　第2波
32，5
32．0
32．5
35．5
02?
55??
39．5
37．0
39．5
5．7．0
35．5
32，5
37．0
37．0
37．0
39．5
23．5
34．0
．03．5
12．5
23．5
12．5
23．5
27．5
25．0
25．o
25．0
28．0
25．0
20．0
25，0
29．0
照　　射　 後
園1波1第2波
　　　1
31．0
32．5
33‘　．0
34．0
3・　1．5
36．0
35．0
，31．0
25．5
36．5
25．0
13’．O
24．5
10．0
25．0
26．0
37．0
37．5
39．0
36．5
37．5
37．0
37．0
37．5
26．0
26．0
25．5
29．0
26．5
22．0
26．O
b）O，5
註：　数字は波高mmをあらわす。
　S♪紫外線照射試瞼（第6衷1：　「ズ」濾液を小試三園
内にいれ，距離10cmで30分周紫夕卜線照射を行ったが，
癌及び炎症例ともに波高は照射前と変らない。
　9）各種有機溶媒移行試駿：溶媒としてはAlkoboI
Clhoroform，　Ae七ber，　Butbanol及びAcetonを使用した。
「ズ」濾液に上記溶媒を等量に混じて密栓し，2蒔問強く
振盈混和し，更に室温に12時間放置，遠心沈澱（2000×
10り後，移行都民と不移行部分に分離してそのおク）おのの
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第6表　紫夕卜線照射．試．離
塁
癌
群
?
症
照　射
目　問
、番　号
30　分
??
姓　　名　　病 ?
照　　射　　前 照　　射　　後
陣1測脚波i隠撮第・波
60　分
群
30　分
60　分
?? ??
???? ?
??
??
多
森
0
?? ?
胃　　　　　癌
子　　宮　　癌
32．5
14．5
39．5
16．5
胃　　　　　癌
了・　　宮　　癌
32．5
14．5
急性関節ロイマチス
滲出性肋膜炎
??????
20．0
24．5
25．0
19．0
39．5．
16h
21．5
34．0
23．O
IS．O
33．0
15．0
32．0
14．0
21．5
25．0
24．5
1S．5
3S．0
17．5
38．5
16．5
23．0
35．0
23．0
工6．0・
註：　数字は波高mmをあらわす。
第7表　　吸　　著　　試　　瞼
癌
群
???
??
?
????
井　　○
○　　沢
?
?
癌 16．5
工8．5
滲出噌生∬力∬奨炎　i　25．5
　　　，1一　1　27．5
17．0
ユ9。0
25．0
29．0
?
????
????
3’．O
1．5
1．5
2．s　1
2．5
1．5
????
???
???2．
k
o
工．5
???
???」
註：　数字は波高mmをあらわす。，
第　　8　表　　　　力n　　7Jく　　分　　河芸　　試　　験
群
??
???
番　号
?
?
姓　　名
?
佐
??
o
森
沢
? ?
??
?ー
癌
癌
滲出性肋膜炎
??
加水分解前
第1波　第2波
22．5
22．5
23，0
29．0
26．0
27．5
24．0
29．0
加水分解後
第1波　第2演
11．5
j3．5
工65
J4．5
5＆2
0???
26．0
3，　1．0
註：　数字は波高mmをあらわす。
「ポ」を調べた。その成絞は癌及び炎症例何オしもAceton
を除くこれらすべての溶媒の移行部分にて第1波，第2波
ともに陰性であり，非移行部分1こおいて認められた。なお
Acetonは？．　Zuman19）も宰艮幸している如く，一1．6　v．附
近でAcetonに由來する波を生ずるので本実験の目、的に使
用し得・なかった。
　10）吸着試瞼（第7表）：　「ズ」濾液！．Occlこ酸性自土
0．5gを加え，30分悶旧註混和後遠心沈澱（2000×1Oりし，
上清を使用した。夏に獣淡末，硅藻土につき同様の実瞼を
行った。その成績は癌及び炎症例ともに酸1生白士，獣炭末
硅藻土によく吸著され，第1波，第2波とも殆ど溶失した。
　11）加水分解、（第8表）130％H2　SO4を「ズ」濾波に等
量に混じ，昌分腰輿：沸加水分解を行い，冷却後その「ポ」
を訓べたが．この程度の水解によってすでに癌及び炎症と
19）　Zuman，　P．；　Nature　165，　4S5　（1950）．
?
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も第1波は対照に比して下降を示した。第2波には変動は
認められなかった。
　J2，呈色：反re　：　「ズ」濾液にっ、きBiuret，　Mi110n，硫
化錯，叛口，Xanthoprotein，　Ninhydrin，　Molisch等各種
反鷹をこころみたが，癌及び炎症例ともに何れも陽性を示
した。
　13）チスチン加入試駿（第9表）：「ズ」濾液に10『5m．
Cystin並びに10－5m．　Cystein　O．5ecを加入し，波高の変
動を調査した。即ち第1波は対照と変らないが，第2波は
明かに波高の上昇を認めた。加入三更に上記の漉く酸性白
土による吸着実瞼をこころみると，全く同様吸着されつく
す。，
　14）Monolod・essigsaure加入試験（第9衷）：「ズ」濾
液に5×IO－3m．　Monojodessigstiureを等：量に混じ，5時間
放置後の影響を調べた。即ち癌及び炎症例ともに対照に比
較して第1波は不変であるが，第2波は著明に抑制された。
以上の成績はすべて癌及び症例ともに全く共通な性状で
あり，これを第工，2波別に総括すると第10表に示すとお
りである。
　15）血清MucoproteinのPolarogramm：更に癌及
び炎症血清にっき，Winzlerに從い照離したMucoprotein
分劃と，その「ズ」濾液を「ポ」的に比較槍需寸した結果は
血清濾液反雁と全くその山型を一にし，同一析出電位にお
ける2重波を認める。その他の分国については認め得なか
った。更にその透析後の「ポ」は第6項の実験成績と同襟
第2波は少しく下降するが，第1波には変体を認めない。
第9表　チスチン・チステイン及びモノヨ司網ll酸加入試瞼
群
??
番
? 姓　　名 病
?
??
宮
??．???????
炎　　1
症．
群　　2
　森
○　　川
滲出性肋膜炎
肋　腹　膜　炎
加　　入　前
第1波 第2波
22．5　i　23．0
22．5　1　29．0
26，0
工2．5
24．0
2S．O
チスチン加入
第1波1第2波
23一　．0
23．5
25，0
13．0
31．0
38，0
32．0
38．5
チステイン加入
第1波［第・波
22，5
23．0
25．or
13．5
33，5
38．5
モノヨード酷酸加入
第1波
23，0
22．0
3一　5．0　　　25．0
40．0　1．　J2，0
第2波
18，5
23．0
20．5
21．5
註：　数字は波高mmをあらわす。
第10表　　　「ポ」血清濾液反慮物質の理化学的性状
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性
性
性
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　線，必要主線照射
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　　　　　蒋　　　　性
　　　水　　　分　　解
チXチン・チステイン加入
モノヨード酷酸加入
癌
第1波 戸2一
??
??，??，?????
? ??．?????????? ?
　
? ．? ????????適
?
変
やや上昇
下 降
著しくHドド筆???????????
炎 症’
第1波 第2波
不　　　変
　　tl
やや上昇
下　　　降
雪一しく下ド華
不　　　変
　　u
不　移　行
吸着さる
下　　　降
不　　　変
　　tl
変??不
???????????? ??
　　　　　　　総括並びに考按
　以上の成績を総括すると，’いわゆ’る濾液物質の’
物理化学的性状につし・て大体次ぎの諸点を明かに
し得た。
　即ち第1波に関輿
する因子は非透析性，
硅藻土，酸性白土及
び獣炭末によく吸落
され，力n禦1に：より更
に活性を高め，比較
白勺イ呆イrに1堪えCystin
Cystein加入により
影響されす，Mono－
jod－essigS5ureで抑制
されす，加水分解で
やや活性の低下する
性質を有している。
また第2波に関解する因子は…部透析性で，硅藻
土，酸性白土及び獣炭末に吸着され，．加熱により
活性を高め，保存に堪え，Cystin及びCysteinカH
入で一一一層と波高を高め，Mon　oj　od　一e　ssigs　h’　ureで抑
制され，加水分解により影響されぬ性質を有する、
4巻5号
　且つ「ズ」濾液そのものにつV・てはその呈色反
慮からArginin，　Cystin：重びにCysteinの他，微
量の芳香族Amino酸の存在を知りうるが，同時
に糖質反慮を呈することが分つた。また有機溶媒
には全く移行しないので脂質とは関係なく，一血清
の硫安璽析法で全飽和により沈澱部に移行するが，
しかも耐熱性で加熱によるも凝固せぬ点から血清
Albumin及びGlobulinの直接関與は考え難V・。
　これらの点を綜合すれば芝おそらくはV・わゆる
Albumose級のPolypeptidに類するものではある
まいかと考えられるが，更に：その非透析性であり，
且つ糖質回避が陽性である点は糖蛋白体に合致す
るものを思わせる。
　しかしここに余等がこれまでに知り得た理化学
的性欺のすべてが，「ボ」陽性因子のそれを示す
ものか，或V・はそれ以外ゐ「ズ」濾液中の三二性
物質の反慮をも含むものかにつV・ては，今日まで
のところ直接証明の方法を欠くため，なお疑義無
しとし得なV・。しかし一慮糖蛋白休が本反慮に重
要な関係にあることは，疑いを容れぬ処であらう。
　また一・方Winzlerの血清Mucoprotein：頒11の
ポーラ写グラムは，全く濾液反慮の場合に一致し
た同…析出電位の2重波を示し，その透析による
影響も同一一一であり，しかも輩離経過におけるその
他の四丁にはそれを認めなかったことは，Muco－
proteinが「ボ」陽性因子と密接不可分の関係に
あることを示すものである。
　しかもこれらの性質は，癌に：ついても炎症につ
いても一一一致した成績を示したが，「ポ」そのもの
の波高の上の丁田は先きの報告・におけるとほぼ同
一一一一一X向を呈し，その詳細な異同の調査は今後の実
測に侯たなければならない。
　即ち以上の諸点を一一括して余等は本二二物質の
主体は嬉蛋白休で，Meyer20）の分類に言うMuco－
polysaccharid，　Mucoid，　Mucoprotein，及びGlyco－
protcinのうちおそらくはMucoproteinなV・し
Mucoidの範聴に属ずる物質であろうとの推論に
達した。更にこの場合の2重波の各極大形成につ
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いては，第2波がCystin，　Cystein加入，或V・は濾
液物質 加水分解で波高を上昇し，またSH補捉
齊1であるMonojbd－essigs巨urc力ll入，或V・は透析で
下降する点は，一慮BrdiこkaのCystin論を肯定さ
せるものであるが，第1波の設明はこれまでのと
ころ，なお実証不充分とV・わねばならなかった。
　輿望のこれまでに得た知見の範囲では，Winzler
のMucoprotein分劃が，「ポ」的に濾液物質と全
く共通であり，しかもその第1波が加水分解によ
り波高の下降をみる以外，透析或V・はCYstin加入
等の影響をうけぬ残響を比較綜合し，一・慮Muco－
proteinなV・しMucoid体により形成されるもので
あり，これと密接な関係をもつて第2波はCystin，
Cysteinがその形成に主役を：演ずるのではあるま
いかと推論するものである。
　なおかかる「ポ」陽性因子と推定されるMuco－
proteinないしMucoid伽唱即ち癌及び炎症等に際
しての濾液反慮陽性時の血溝MucoproteinなV・し
Mucoid体が如何にして増量するのかが問題であ
るが，この点Brdiこka2t）は癌及び炎症の際に血清
蛋自の変性によりかかる反町物質が産生される如
く読V・ており，これに対1．．てWinzlerは，血清
Mucoprotein分劃が聞及び結核等の病的野選で増
加することを認めた上22）それを更に：構成Amino
酸，．及び含水炭素量等についての詳細な槍討を行
った結果，軍に血漿蛋白の変性等に起因するもの
とは考えられなv・と主張している．L’3）從って「ポ」
，陽性因子と考えられる。Mucoproteinな）・1し
Mucoid休は一一臆｛1E常血L紐虫宅白質の変性，分解等
によって増量するものではないとされている。し
からばそれらは如何にして産生されるか，また正
常一酋L清中のそれと病的状態のそれとの闇における
異同，更には癌と炎症についてその相違の詳細等，
今後に淺された多くの重要な問題が同時年考えら
れるのである。
結 論
以上余等は癌及び2，3炎症疾患の「ポ」濾液反
20）　Meyer，　K．　：　Advanees　in　Protein　Chem．　2，　249　（1945）．
21）　BrdiVka，　R．　et　al．：　Acta　radiol．　2，　27　（1939）．
22）　Winzler，　R．　J．　et　al．：　J．　Clin．　lnvest．　27，　617　（194S）
23・）　Weimer，　Winzler　et　al．：　J．　Biol．　Chem．　185，　561
　C1950）．
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臨陽性例を用V・，そのいわ．ゆる濾液．物質につV・て
理化学的性状を調査．し，同時に．血清Mucoprotein
の「ポ」的調査を行った成績の綜合より，本因子
が血清MucoproteinなV・．しMucoid体と密接不可
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
分の関係にあ．るこ．とを明かにした。しかしこれま
でのところでは癌と炎症性疾患と．．の間におけるか
かる物．質の理化学的性質の誰異を認め得るに至ら
なかった。　　　　　　　　　（昭和2S．4．2S受付）
Summar’
made　simultaneously，　which　was　recognized　to　be　identical　with　the　abQve　mentioned
substance．　・　・　　　　Sum　ming　up　these　findings・，　it　is　our　opinion　that　the　essential　character　of　the　filtfate
substance　is　in　the　category　of　Winzler’s　mucoprotein，　or　according　to　K・　1．N（［eyer’s　classification，
to　be　in　that　of　mucoprotein　or皿ucoid．　We　are，　however，　not　able　to　certify，．in　the　present
stage　of　the　study，　the　difference　between　those　of　cancer　and　inflammatory　diseases．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Physico－Chemicof　PbeOpueTties　of　So－Called　Polarographic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Fi’ttTate　Szebsta，nces
　　　　Our　present　study　was　conducted　to　clarify　the　mechanism　of　polarographic　filtrate　reaction
（in　accordance　with　MUIIer’s　method），　and　the　essential　character　of　its　reactive　factor　in　cases
of　cancer　and　inflammatory　diseases．　And　further　to　settle　a　conclusive　base　in　the　differential
diagnosis　between　these　two　types　of　the　diseases・　The　results　of　．our　investigations　in　the　physico－
chemical　properties　of　this　so－called　filtrate　substance　are　as　shown　in　Table．
　　　　1’olarographic　studies　on　the　serum　mucoprotein，　extracted　utilizing　Winzler’s　method，　was
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　filtrate
Properties
Caneer
Preservability
Effee七　〇f　cold
Effec七〇f　beat
　　　　　　2　辱～　3
pH
4　t一　9
Dialyzability
X－rays　or　ultraviolet
－rays　radiation
Organic　solvent
Absorbability
Hydrolysis
Effect　of　eystine
oT　cysteine
Eff－ect　of　monoiod
aeetie　acid
First　Wave
nvariable
invariab］e
rather　ascendant
descedant
remarkable
descendant
invariable
invariable
no 　removable
absorbable
descendant
invariable’
invariable
Seeond　Wave
invariable
invariable
rather　ascendan七
descendant
remarkable
descendant
descendant
invariable
non　removable
absorbable
i・nvariable
aseendant
descendant
Inflammation
First　Wave
invariable
invariable　，
rather　aseendant
deseendant
remarkable
deseendant
invariable
invariable
non　removable
absorbable
descendant
invariable
invariable
Seeond　Wave
invariable
invariable
ra七her　ascendant
deseendant
remarkable
deseendant
descendant
invarihble
non　removable
absorbable
invariable
aseendant
descendan七
（Received　Apr．　2S，　1953）
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